
2
0
2
0

通期 3300
Securities

Code

株式会社AMBITION ISIN JP3128650003

2020年8月14日（金）

決算説明資料

2020年6月期（通期）



AMBITION CORPORATION All Rights ReservedFY2020 IR Review

3300ISIN JP3128650003

2

少額短期
保険事業

セグメント構成

インベスト事業

プロパティ
マネジメント事業
（賃貸管理）

賃貸仲介事業

海外システム
事業

不動産テック
事業

プロパティマネジメント事業（賃貸管理）
アンビショングループの柱となる事業
景気に左右されやすい不動産業界において、安定したストック
ビジネス

インベスト事業
瞬発力抜群の不動産業界の花形事業
数千万円の物件を次々に開発・販売

不動産テック事業
テクノロジーを活用し住まいの未来を
創造する不動産テック事業
RPA開発事業をメインとし不動産業界
の未来を創造する

賃貸仲介事業
10代後半〜30代の独身をターゲットに
約２万戸の高品質なAMBITION管理物
件を中心とし賃貸仲介事業を展開

少額短期保険事業
賃貸契約の際の保険契約など賃貸管理事業の拡大
に伴い取り扱い件数の増加が見込める手堅い事業

その他事業

海外システム事業
ベトナムの現地法人
ベトナムと日本の企業向けにWEBシステム
の受託開発等を手掛け、当社グループの
BPO業務も請け負っている

“成長性の高い新規事業“

“主力事業“

不動産賃貸管理をメインとして、開発、仕入れ、販売から売買仲介、賃貸仲介、保険や

システム開発までをワンストップでカバーし、顧客の多様なニーズに応える事業を展開
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主力のプロパティマネジメント事業は好調。一部の事業で新型
コロナの影響を受け、売上高274.14億円（前期比△7.5％）、
営業利益9.21億円（同△42.2％）と減収減益で着地

連結P/L（損益計算書）

※EBIDA＝営業利益＋減価償却費＋ｿﾌﾄｳｪｱ減価償却費＋のれん償却費

2020年６月期業績

2019年6月期
通期実績

2020年6月期
通期実績

前期比

売上高 29,636 27,414 △7.5%

売上総利益 6,257 5,241 △16.2%

販売管理費及び
一般管理費

4,662 4,319 △7.4%

EBITDA※ 1,825 1,173 △35.7％

営業利益 1,594 921 △42.2%

経常利益 1,433 817 △42.9%

税金等調整前当期純利益 1,337 710 △46.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益

736 327 △55.6%

（単位：百万円）
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セグメント別20年６月期業績と新型コロナの影響

コロナ禍でも安定した管理戸数の増加および高
入居率をキープし、想定を上回る業績推移に。

新型コロナをきっかけにテレワークをはじめと
した次世代型管理業務等の促進に繋がった。

前年に比べて売却件数が減少する計画であった。

緊急事態宣言発令による金融機関の業務縮小に
より決済が先延ばしに⇒同宣言解除後、金融機
関の業務体制の復旧により決済が再開となった
ものの、21年6月期への期ずれが一部発生。

緊急事態宣言発令により、外出自粛・引っ越
し自粛傾向が強まり、来店者数が減少。

学生・法人需要が低迷⇒同宣言解除後、需要
が徐々に回復。

リモート内見などオンライン接客を強化。

■ 不動産テック：約3.8億円の先行投資を実施。
コロナ禍では商談やセミナーをオンラインへ
移行し受注を獲得。

■ ホテル：緊急事態宣言中に一時休業⇒同宣言
解除後に再開。

■ 保険・海外：新型コロナの悪影響なし。

増収増益 減収減益

減収赤字 増収赤字

プロパティマネジメント事業 インベスト事業

賃貸仲介事業 その他事業
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連結B/S（貸借対照表）

2019年6月期末 2020年6月期末 前年増減額

流動資産 9,807 9,395 △412

固定資産 3,840 5,819 1,979

繰越資産 10 4 △6

資産合計 13,659 15,219 1,560

流動負債 4,222 5,639 1,417

固定負債 6,834 5,682 △1,152

純資産 2,602 3,897 1,295

負債純資産合計 13,659 15,219 1,560

（百万円）

■ 有価証券の時価評価により投資有価証券及び純資産が増加（主に出資先の
サイバーセキュリティクラウド<4493>新規上場に伴う含み益発生）

■ 自己資本比率が前年末18.9％⇒25.5％に上昇
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今期方針2021年６月期方針

【不動産DX企業としての成長基盤を構築する１年】

今期テーマ

業務の簡素化

スピードUP

正確性の向上

作業時間短縮
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不動産DXに取り組む理由

当社のミッションを実現するため、以下の理由からDXを推進

労働集約型ビジネス
からの脱却

人手不足が社会課題となる中、
不動産ビジネスにおいても
生産性の向上が必須

顧客目線からの進化余地

数十年大きな進化がない
『住』領域の進化余地は

無限大

実現可能な能力

豊富な不動産ノウハウと
早期からITに取り組んできた

強みを融合

ミッションである“住まいに「未来」を、暮らしに「夢」を”
の実現が可能な不動産業界のリーディングカンパニーへ飛躍
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2007年９月の創業よりプロパティマネジメント事業を中核として展開。

不動産の売買はマクロ経済によって影響を受けますが、賃貸管理はストックビジネスであり、

KPIである管理戸数の右肩上がりの増加により、景気に左右されること無く順調に業績を
伸ばしている。

今後も物件の適正な価値評価を行いつつ、積極的に拡大していく予定

2019年6月期2018年6月期2017年6月期2016年6月期2015年6月期2014年6月期2013年6月期

管理戸数およびサブリース管理戸数の推移

プロパティマネジメント事業のKPI：管理戸数の順調な増加

2020年6月期

（戸）
前年同期

20,343戸

11,117戸
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プロパティマネジメント事業の強み：高入居率をキープ

前年同期（％）

入居率の推移

需要の高い東京23区内を中心に、デザイナーズなどハイクオリティな物件を多数保有し、

業界の中でも高水準の入居率をキープ

◼ 管理物件：デザイナーズなどハイクオリティなワンルームマンション中心

◼ エリア：東京（23区中心）+ 神奈川・千葉・埼玉の一都三県に集中

◼ ターゲット層：若年層向け中心

2019年6月期
期末

2020年6月期
期末

サブリース
入居率

97.7％ 96.6％

2019年6月期2018年6月期2017年6月期2016年6月期2015年6月期2014年6月期2013年6月期 2020年6月期

（新築受託が好調で、４Qに新築管理戸数が増えたことに
より期末比較では入居率が一時的に低下）
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プロパティマネジメント事業の独自ノウハウ

不動産DXの一環として、賃貸LTV（通算利益）を最大化させる独自のAIアルゴリズムを開発。
これにより、従来、属人的であった賃貸実務を最適化することが可能に

数百万に及ぶ当社の
賃貸ビッグデータをAIに学習！

物件収益の最大化に最適な
賃料・プランをAIが提案

➡ 本アルゴリズムにより、利益率・入居率の向上を目指す

※画像の記載データはイメージ
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プロパティマネジメント事業の今後の方針

■ 今期21年６月期は不動産DXをさらに促進
・次世代管理業務の促進に向けた複数の新システムを導入予定

・定型的な作業については引き続きRPAを推進

⇒他社向けに開発したものが不動産RPA+BPOパッケージ『ラクテック』

■ KPIである管理戸数の増加、

高入居率の維持に努める

■ 今後も安定的な業績成長、

増収増益基調が継続する見通し

不動産DXにより顧客満足度を向上
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投資家のリスクを最低限に抑えることは、投資用ワンルーム販売で最も重要

ヴェリタスの物件は、高賃料 × 高入居率 = 高利回りで多くの投資家のリスクを回避

インベスト事業の強み

ヴェリタスの新築投資用デザイナーズマンション販売好調

有名デザイナー監修 ＋ 都内プレミアムエリア(目黒区、渋谷区、新宿区、港区、品川区、中央区)

＝高賃料×高入居率＝高利回り

「立地」「デザイン」「設備仕様」
3乗（CUBE）から、

プレミアムな資産価値の創造を実現

【PREMIUM CUBEシリーズ】
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インベスト事業における新規事業（不動産投資クラウドファンディング事業）

2019年11月 2019年12月 2020年1月

不動産物件の開発・販売を

行うインベスト事業の新事

業として、

不動産特定共同事業の

許可を取得

「不要不動産ゼロ」を

実現すべく、ネット型

リユース事業を手掛けるバ

イセルテクノロジーズと業

務提携。

同社を通じた不要不動産の

買取り、リノベーション後

の再販、同物件のクラウド

ファンディング等

不動産投資クラウドファン

ディングサービス

『AFUNDING』の

サイトをオープン。

第３号案件まで実施し、

多数の申込み受付を

完了 スマホで申し込め
る！
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インベスト事業の今後の方針

PREMIUM CUBE 世田谷#mo

LUMEED CUBE 菊川 PREMIUM

自社開発新築物件自社開発新築物件

現在販売中の新築物件

今期21年６月期のヴェリタス販売物件数は

前期と同程度の見込み（自社開発の新築物件中心）

魅力的な投資物件のみを取り扱っているため人気が高く、今後も早期完売が予想される
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高入居率維持の背景：自社グループで賃貸仲介事業も展開

-直営仲介-

ルームピア5店舗（アンビション・エーェンシーが運営）

・バロー7店舗が
事業を後押し

■ 賃貸仲介事業はWEB集客中心にシフトチェンジし、店舗数を段階的に縮小させたもの
の、当社は実店舗のリーシング力が強みでもあり、プロパティマネジメント事業におけ
る高入居率の維持に貢献

■ 新型コロナをきっかけにVR内見の重要性が急激に高まり、遠方のお客様の対応も実施。

遠隔でも内見可能な
VR内見の需要が高まっている
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不動産テック事業の注力商材

リテックラースの『ラクテック』シリーズは、通常のRPAに加えて、BPO、AI予測ま
で実装した不動産RPAパッケージ。
2019年12月より、『管理会社向け』・『仲介会社向け』・『AI反響予測』の
3パターンをSaaSモデルで提供

仲介会社版

管理会社版

BPO
（業務効率化）

RPA機能
（自動化）AI反響予測

個社ごとのカスタマイズも可能
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全国約12万5000社の不動産管理・仲介会社へアプローチ

不動産テック事業の戦略

重要機能を実装したプロダクト開発が完了したため、
今後は攻めに転じ、一気に不動産DX市場でシェア拡大を狙う

不動産業のRPA導入率は高くないため、市場拡大余地は大きい

営業部隊の拡充 マーケティングの強化 代理店・アライアンス戦略

現状、最小限の営業部隊
を一気に拡充

WEBを中心とした広告
投資を実施

ネットワークを活用し
販売ルートを拡充
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少額短期保険事業の新たな動き

約25％

＜お客様のメリット＞
申し込みから支払いまで、一貫して店舗への来店が不要に

＜代理店様のメリット＞
印刷・発送が不要になり、発送・原本回収・チェックの手間が不要に
ご提案からご契約までの期間を短くすることで成約率も向上

わずらわしい保険手続きを

● ペーパーレス

● キャッシュレス

で完結させるシステム

インシュアテックを推進する少額短期保険の新システム
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新規事業（不動産テック事業・少額短期保険事業）の今後の方針

リテックラースは今期21年６月期も
先行投資を継続し、

顧客獲得の最大化に努める

⇒黒字化後は利益率が高く、

大きな利益貢献が期待できる

ホープは事業開始から４年目の

今期21年６月期に黒字転換の見通し

⇒黒字化後は安定的に利益を

積み上げていくストックビジネス

不動産DX市場で
No.1シェアを目指す

将来的には不動産以外の企業へも
DXサービスの販売を目指す

【不動産テック事業】 【少額短期保険事業】

新商品の導入、
インシュアテックの推進により、
新規契約・代理店を増やす

保険市場でのシェア拡大を目指す
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2020年6月期
通期実績(A)

2021年6月期
上期予想（注）

2021年6月期
通期予想(B)（注）

前期比(B÷A)

売上高 27,414 15,651 30,628 +11.7%

EBITDA 1,173 629 1,516 +29.2％

営業利益 921 434 1,121 +21.6％

経常利益 817 358 961 +17.6%

親会社株主に帰属
する当期純利益

327 193 589 +79.9％

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります

2021年６月期連結業績予想

（百万円）

新型コロナの悪影響を受けにくい主力のプロパ
ティマネジメント事業が牽引役となり、２桁の
増収増益の見通し

今期業績予想
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7.58円/株7.58円/株2020年６月期
配当性向

15.7％

成長分野への積極的な先行投資を行いつつ、今後も安定的な株主還
元を継続していく方針

■ 今期21年６月期：配当性向を前期同様の15.7％とし、
期末配当を実施予定。
1株あたり13.60円と6.02円の増配予想

配当政策

13.60円/株2021年６月期
（予想）

配当性向

15.7％
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アンビショングループの中期方針

中期方針

ストックビジネスである賃貸管理を主軸とした
既存不動産事業において、安定的な収益基盤を
拡大。

不動産DXを中心とした新規事業を積極的に推
進し、リアルとデジタルの両面で、不動産業界
のリーディングカンパニーを目指す



END


